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第7号 発刊に寄せて
『母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研 究』第7号 をお届 けします。
本 号では 「バイ リンガル、バイ リテ ラシーを育てるために」 とい う特集 のもと、
招待論文2本 、研究論文3本 を掲載す る運びとな りました。
招待論文1の 「継承語教育文献デー タベースの構築 一中間報告一」(中島和子、
田中順子、森 下淳也 ・著)は 、継承語教育の文献をデー タベース化す るとい う画
期 的な取 り組みの中間報告で、「継承語 日本語教育に関す る文献のデー タベース
化 と専門家養成」(科学研究費補助金基盤研究(B)代 表 ・中島和子)に 基づ く
プロジェク トの最初の2年 間の成果 をま とめたものです。文献の収集に関わった
世界各地域のMHB会 員にとっても、一般の継承語教育関係者 にとっても、この
論文 を通 してデータベース完成 に至 るまでのプロセスを共有化す ることが期待 さ
れ ます。
招待論文2の 「バイ リンガル教育のための リサーチ ・メソッ ドー リサーチの種
類 と必要条件一」(湯川笑子 ・著)は 、バイ リンガル研究 を進 めるためのメタ研
究です。MHB紀 要第1号 か ら第6号 に掲載 された論文を事例 として、バイ リン
ガル教育の基本的な研究方法がわか りやす く丁寧に示 され ています。 これか ら研
究を構想 しようとい う人や、 これまでに行 った調査や実践を論文にま とめよ うと
い う人は、研究の質を高めていく上での重要な手がか りをこの論文の随所に見い
だす ことができるで しょ う。
研究論文3本 の うち、は じめの2本 は期せず して 「ベ トナム」 とい う共通項 を
もつ論文 とな りま した。論文1「在 日ベ トナム系児童 の継承語 としてのベ トナム
語能力」(西川(長 谷川)朋 美 ・著)は 、ベ トナム系児童のベ トナム語能力をイ
ンタ ビュー調査によって とらえたものです。一方、論文2「ベ トナム難 民2世の
語 りにみ るバイ リンガル育成 の可能性一 ライフス トー リー ・インタビュー手法を
用いて一」(中川康広 ・著)は 、 日本の大学に進学 した難 民2世とその父親 に焦
点を当て、彼 らがベ トナムやベ トナム語 にこれまでどう向き合 ってきたかをライ
フス トー リー ・イ ンタビュー とい う手法 を用いて明らかに しています。
日本におけるバイ リンガル教育においても、1世の子 どもに加 え、その 「子 ど
も」が成人 した後 をも視野に入れて研究 を進める状況に入 っていることを、 これ
ら二つの論文は示 していると言えます。
(i)
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研究発表3の 「多言語環境家族における言語使用とその規定要因一 ドイツの母
語/継承語補習校の事例に基づいて一」(ビアルケ(當山)千咲 ・著)は、 ドイ
ツの母語/継承語学校に通 う子どもたちを対象に、母語/継承語の保持を困難に
している要因を家庭の言語使用に着 目して探っています。質問紙調査による豊富
なデータは、 ドイツ以外の地域で同様の研究実践をしている人々にも多様な示唆
を与えてくれることでしょう。
本号の編集 ・発刊は、友沢昭江、清田淳子の企画担当理事が行いました。
編集作業が大詰めを迎えていた3月初旬、東 日本大震災が起こりました。被災
された会員のみなさまには心よりお見舞い申し上げます。地震は紙やインクの不
足、あるいは印刷所のサーバーのダウンを引き起こし、紀要の作成にまで影響を
及ぼすものとなりました。今、第7号をお届けできる幸せをあらためて思います。
そして、本号がきっかけとなって、会の活動に参加 してくださる方々の輪が広がっ
ていくことを切に願います。
母語 ・継承語 ・バイ リンガル教育(MHB)研究会 企画担当理事
清田 淳子
2011年3月
〔ll〕
